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緒言

サハ ラ以南ア フ リカは , H I V 流行 による最悪 の 影響を受けて い る地域で あり､ ザ ンビア

共和国もそ の 中の 国の ひ とつ で ある ｡ 2 0 0 4 年末現在で成人 H I V 感染率は 1 6 . 5 % ､ 9 2 万人

の H Ⅳ 感染者が存在 し､ そ の うち抗 レ トロ ウイ ルス薬 ( An ti r e t r o v i r a l s : A R V) によ る治

療を必要 とする の は 1 4 . 9 万人 と推定され る ｡ ザ ン ビア政府は H I V /A I D S を国家的問題 と し

て 認識し, 2 0 0 2 年よ り A R V の多剤併用療法 (A n ti r et r o v i r a l t h e r a p y : A R T) を コ ス トシ

ェ ア方式 の 公的ス キ ー

ム により公立病院に導入 し始めたo A R T により H I V 感染症治療は劇

的な進歩を遂げたが ､ A R T 成功 の ため には服薬ア ドヒ アラ ンス が最重要 となるの で ､ E IV

感染者の家族に対す る告知問題は､ 特 に A R T を受 けて い る患者に と っ て避けられない 蘭題

とな っ て きた ｡ 本研究の 目的は ､ ザン ビア にお い て A R T を開始する患者の 家族 へ の 告知状

況 を明らか に す る と とも に ､ 告知 に 関連す る 要 因を検討 し ,
さ ら に , 告知 と生活 の 質

(Q u a lit y o f lif e : Q O L) と の 関連 に つ いて も検討する こ とで ある o

方法

対象者 は､ 2 0 0 4 年 3 月から 2 0 0 5 年 7 月に首都ルサカ市内の ザ ンビア大学教育病院 ⅡⅣ

外来 におい て ､ 公的ス キ ー

ム に より これから A R T を始める A R V 未経験の H I V 感 染者 Ⅰ2 1

名で ある ｡ イ ン フ ォ ー

ム ドコ ンセ ン トを得た後､ 研究ス タ ッ フ で ある看護師との 個別イ ン

タビ ュ ー により､ 以下 の項 目を構造化 された質問紙 を用 い て調査 した0 1) 家族 へ の 告知状

況 : 家族の うち少なく とも 1 人に告知 した者を告知者 , 家族の 誰に も告知 して い な い者 を

未告知者と した｡ 2) 社会経済的属性 : 年齢, 性別 ､ 婚姻状況 ､ 仕事 ､ 月収 ､ 教育 ､ 家庭で

の 言語｡ 3) H I V 関連属性 : E I V 診断されてか らの 時間 ､ 家族 内 H I V 感染者の 有無, H I V

感染に関する知識 ､ A R T に関する知識｡ 4) 心理行動的属性 : 家族から の支援に対する認識､

A R T に対す る期待､ H Ⅳ 感染認知前後で の コ ン ド ー

ム使用 ｡ 5) 健康関連 Q O L : M e di c al

O u t c o m e s S t u d y
-

H I V H e a lth S ll r V e y ( M O S
-

H I V) を用 い て ､ 1 1 の下位尺度にお ける Q O L

ス コ ア を測定 した ｡ C D 4 陽性 T リ ンパ 球数は ､ フ ロ ー サイ トメトリ ー

により卿定した｡ さ

らに I n ･

d e p tl l イ ンタ ビ ュ
ー を実施した ｡

1
-

i



結果

対象者 1 2 1 名中､ 解析対象者は 1 1 5 名 ( 男性 5 1 名､ 女性 6 4 名) で あ っ た ｡ そ の うち 9 3

名 ( 8 1 % ) が家族の 少なく と も1 人に H I V 感染 を告知 して い た ｡
こ の うち既顛昏着 で 告知 し

た者 (5 1 名) の 8 6 % が配偶者に告知 して い た ｡ 社会経済的属性および H Ⅳ 関連属性は､

告知者 と宋音知者間で統計学的差異はなか っ た ｡ 心理行動的属性の うち ､ 家族か らの 支援

に対す る認識につ い て ､ 告知者 は未告知者に比 べ 有意に家族か ら支援されて い る と感じて

い た ｡ 配偶者との コ ン ド ー ム使用は ､ 感染認知前後で有意に増加 して い た ｡
ロ ジステ ィ ッ

ク回帰分析の 結果 , 告知 との 関連要因は, 家族か らの 支援に対す る認識 (オ ッ ズ比 5 .5 ､ 9 5 %

信頼区間 1 ,2
-

2 5 .6) と､ A R V 治療に関する知識(オッ ズ比 3 . 3 ､ 9 5 % 信頼区間 1 ｡
1 ･

1 0 ,0) で あ っ

た ｡ 告知者 と未告知者間で ､ 全下位尺度 にお い て Q O L ス コ ア に統計学的葦異は なか っ たが ,

下位尺度 の うち役割機能 ( R ol e fu n cti o n : R F) にお い て｣ 告知者は未告知者に比べ 劣っ て

い る傾向がみ られた. R F にお ける Q O L ス コ ア をさらに層別化分析した結果 , 告知者の う

ち ､ 少なく とも高校を卒業 した者 ､ H I V 感染お よび A R T に つ い て の 知識が高 い者 , および

A R T に対す る期待が高 い者 におい て ､ 告知者 は未告知者に比 べ R F が有意 に劣 っ て い た o

考察

家族 へ の告知率 8 1 % は､ ア フ リカで行 われた先行研究と比べ て ､ 比較的高か っ た｡ その

理 由と して ､ 先行研究の対象者 の うち A R T を受 けて い る患者が o - 3 0 % で あ っ たの に対 し､

本研究で は対象者全てが これか ら A R T を開始す る患者であっ た こ とが影響 した と考えられ

る ｡ また ､ 既婚者 にお い て配偶者 へ の 告知率が高か っ たこ とは1 告知 に より配偶者か らの

支援を期待する の に加 えて･, 感染認知前後で 配偶者 との コ ン ド
ー

ム使用が増加 した こ とに

反映されて い るように ､ 配偶者 に対 して H I V 感染させ る こ とを避けたい との考 えから告知

した こ とが示唆される ｡

告知 との 関連要因は､ 家族からの支援に対する認識と A R T に関する知識で あ っ た｡ 家族

か らの 支援に対す る認識が関連 して い る理由 と して , 告知 した こ とに より家族 の ⅡⅠⅤ 感染

者 に対す る意識や態度が変化 し支援的にな っ たため ､ 告知者は家族が支援的だ と感じて い

る と考 えられた｡ また､ A R T に関する知識が関連 して い る理 由と して ､ 告知者 は A R V を服

用する こ との 重要性 を認識しており､ 生涯毎日 A R V を服薬する の に家族 に隠し続けるの は

困難 で ある と認識したからだ と考えられた ｡

告知者 と束告知者間で Q O い こ差異は認め られなか っ た｡ そ の 理 由と して ､ 両者の 属性 の

類倣性が考えられる ｡ Q O L に影響を与 える要因と して ､ 社会経済的属性 (雇用 ､ 収入 ､ 教

育) や H I V 感染症の 進行度などが先行研究で 明らかになっ て い るが､ 本研究で は これらの

要因は両者間で差がなか っ た｡ よ っ て ､ 告知の 有無自体は Q O L に反映されなか っ たもの と

考え られ る ｡
しか し

､ 高学歴 の者や H I V 感染および A R T に対する高い知識を持っ た者 の

間で は､ 告知者の R F が未告知者よ り劣 っ て い た こ とは､
これらの告知者は H I V 感染によ

り自分 の健康が損なわれて仕事/家事/学業に支障が出て い る こ とを理解してお り､
こ の よう

な状態で 家族 に H Ⅳ 感染を隠したまま生涯毎日 A R V を服薬する こ とは困難で あると認識

して い る の で
､ 告知した と考えられる ｡

本研究結果よ り ､ 告知 には家族か ら の支援を受けて い る とい う認識が関与 して い る こ と

か ら､ 家族内で の 支援的な環境が向上す る ように ､ H I V 感染に関す る情報に加えて A R T に

関す る正確 な情報 を ､ ⅡⅠⅤ 感染者 の み ならずそ の 家族 に も浸透させ る ような教育機会 の必

要性が示唆された ｡

1
･

2




